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日本における4番目の世界自然遺産として.

2011年6月に小笠原諸島が登録され,各方面に話

題を提供しているo私は東京都の小笠原観光プロ

デュ-サーとして, 2007年以来5年間にわたり小

笠原に10回近く足を運んだ。父島から母島にも足

を運び.たくさんの人たちと話をすることができ

た。 1度だけだが硫黄島にも行く機会があり,坐

島をつぶさに見せてもらった。そして小笠原の事

象につきある程度の知見を得たうえで,役割上,

これからの小笠原の観光のありかたにつき幅広い

提案を行ってきた。

島の観光関係者からはこの夏(2011年8月).

「小笠原はミニバブル状態です」という連絡が入

っている0　6月の世界遺産登録以降,急速に小笠

原への訪問者教が跳ね上がり,前年比でざっと倍

の観光客が詰めかけている様子だ。この勢いがど

こまで続くのか不明だが.関係者はそれぞれの置
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かれた立場で気をもんでいる。このような「ブー

ム」にまどわされることなく,しっかりした将来

の展望のもとに.手を付けなくてはならない課題

もたくさん残されているからだ。
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小笠原への唯-の交通手段・おがさわら丸

(6700トン,全長131メートル)O東京から
父島までを25時間半で結ぶ

小笠原への観光客数は,最近十数年,おおきな

変化を見せていなかった。年間の釣り客が

600-800人,ダイビング客がおよそ3000人.一般

観光客は9000- 1万1000人(全体では年間およそ

1万4000人前後)というレベルで推移してきた。
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1980年代末から小笠原は.日本におけるホエール

ウオッチングに先鞭をつけ, 「エコツーリズムに

よる観光立村」を図ってきている。小笠原がこの

恵まれた自然の環境を上手に活用しながら.持続

可能な観光地として受け入れ態勢を整え,その持

てる魅力を広く内外にアピールしてゆく作業は,

これからが本番といっていいだろう。

観光地としての小笠原を考えるとき,重要なポ

イントは3つある。まずは交通手段,片道25時間

半の船便について。 2番巨=ま宿泊施設。 3番目が

滞在中の観光諸活動(あるいは時間の過ごし方)

についてである0 -口に観光といっても.単なる

物見遊山,とにかく皆さんいらっしゃい.という

時代ではない。 「小笠原の何を,どういう客層に.

どのように訴求してゆくのか」.という対象をは

っきり限定したマーケテイング計画が必要であるo

他の観光地と比べて小笠原の持てる優位性は何かo

小笠原に帝もふさわしい観光客とは,どのような

人たちなのか。彼らの満足度を最大化させるため

には,どのようなサービスや商品が必要なのかO

こうした事柄をはっきり理解,認識したうえで.

方向性を決め,村の人たちや関係者が協力して,

エコツーリズムによる観光立村への努力を継続し

なくてはならないO

父島の二見潜埠頭。おがさわら丸の
入港を多くの島の人たちが出迎える

2008年鼠　小笠原相の予算はざっと38億5000万

円Oそのうち自前の税収はわずか11%だったO村
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としての経済的自立への道のりは遠い。公務員や

公共事業に対する依存度は依然圧倒的である。第

一次産業の収入レベルは全体の5 %程度しかない。

こうした状況の中にあって.今後自治体としての

小笠原が自立を目指すうえで.ツーリズムが果た

さねばならない役割はきわめて高い。観光関係者

のみならず,村の住民全体がこのことを明確に理

解する必要があり.行政もまた.この認識を徹底

したうえに.住民全体をリードしていかなくては

ならないo

小笠原は.東京から1000kmも離れた小さな諸

島でありながら,南方の国境を担う海域を持ち,

しかもその排他的経済水域は全日本の26%にも及

んでいる。海洋資源としては魚類のみならず.メ

タンハイドレートや海底の希少金属などの潜在的

な可能性もささやかれている。さらに父島から

250キロ南の硫黄島も小笠原村に属している。こ

の歴史的な島には温泉があり,エネルギー源とし

ての地熱利用も可能であろう。サブトロピカルな

気候は.一年を通じて,新しい農業や花井栽培の

機会だって考えられるO　もちろん.世界自然遺産

という得がたいブランドも,サステーナブルで自

律的な地域経済確立のための.大切な役割を担う

ことになるだろう。

仮にこうした事柄を基本に. 「人口2500人の自

治区小笠原」をイメージしてみると面白い。上記

のような地政学的特徴を生かし.日本.中国.韓
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どとの交流や取引を考えるO漁業権はきわめてお

おきな収入源になりうるだろう。農業の可能性は

どうか。硫黄島の「基地」は国際空港としてデビ

ューすることができる。 「移民」はどこからどの

程度まで受け入れ可能であろうか。世界的に希少

価値を持つ観光地として,日本のみならず多くの

国や地域からのインバウンドが想定できるに違い

yva

小笠原は太平洋戦争をはさむ特異な歴史により.



「特別措置法」などの経済的恩恵を手厚く受けて

きた。しかしそれは永遠に続くわけではない。自

律的な経済・社会の実現を目指すというのは,こ

れからの地方自治にとっていっそう不可欠な事柄

であるOそのために残されている手段のうち,最

大の可能性を有するのが「観光」であることは言

うまでもない。

本稿ではこうした小笠原の特異性を踏まえ.ま

ず小笠原という地域がどんなところなのか,地理

や自然を概観し.その特異な歴史を振り返るOそ

のうえで,上記で触れた観光面における3つの重

要なポイントを分析しながら,小笠原の観光立村

将来像を考えつつ,いくつかの撞案を行ってみた

いO

日がさめるような美しさの小吉海岸。中LLI峠
から北への眺めだが,南にEを転ずると南島

から遥か彼方には母畠まで望むことができる

1.小笠原とはどんなところか

さきに述べたとおり.小笠原諸島というのは東

京からまっすぐ南,およそ1000kmの太平洋上に

浮かんでいる。さらにそこから250km南下する

と,硫黄島を中心とする火山列島に至るが.これ

らの小さな.およそ180の島々が東京都小笠原村

を形成しているO　日本とグアム.サイパンを結ぶ

ラインのほぼ中間に位置するのが硫黄島だといえ

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

ば,およその地理的概略がつかめるだろう。

村の中心となる父島は24krdで千代田区の2倍

程度,母島は21krポ,硫黄島が22krがだから.こ

れらを全部合わせても陸地面積は沖縄の5%足ら

ずしかない。しかし小笠原村の全体はこれだけで

はない。このあたりから1000km東,ハワイ方向

に浮かぶ南鳥島と, 600km南西のフィリピン方

向に浮かぶ沖ノ鳥島,というふたつの孤島もまた

小笠原相に含まれている。後者は小さなサンゴ環

礁で水面下に沈下しつつあり, EI下日本政府はコ

ンクリートを詰め込み,なんとか「島」の形状を

保とうと懸命である。ともあれ,こうした地理的

な広がりを持つおかげで,小笠原は日本全体の排

他的経済水域(EEZ)の26%を抱え込むことにな

った。

ちなみに全国遠加盟国192カ国のうち国土面積

で日本は第60位だが, EEZではなんと世界6位

という大国になるOそれというのも,半径200海

里(およそ370km)という広さの海域を,こうし

た小笠原の各島々が独占できているためである。

人口2500人足らずの小さな村が.これほどの広い

海域を持っているというのは,おそらく世界でも

珍しい。

現在は小笠原村の島々のうち.一般の人が住ん

でいるのは父島(およそ2000人)と母島(およそ

450人)のみo　このほかには硫黄島に自衛隊員な

母島の乳房LLlへのハイキングルート。小笠原名物の

タコの木と,南島名物ガイドの茂木さん
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どが400A,同じく南鳥島に数十人の自衛隊員が

駐屯しているO　どちらにも一般の人々の入島は,

原則的に認められていない。

1 )鳥たちの天国だった海洋島

小笠原は大陸と地続きだったことがない海洋島

である。およそ5000万年前からの火山活動により

諸島が形成され, 100万年ほど前に現在の形にな

ったOそれまでには今のハワイ諸島並みの大きな

列島だった時代もあったとされる。それゆえ,人

類がやって来る1830年まで,ここには鳥たちしか

住んでいなかった。島では一年中,ウグイスの鳴

き声で日が覚める。わずかなコウモリの種類を除

き,島には噂乳類も佃虫類も住んでいなかったo

今でも蛇などは全く生息していない。肉食獣も皆

無である。小笠原にあるすべての動植物は3つの

Wにより運び込まれた。 Wave　波による16%),

Wing (翼による68%), Wind (風による16%)

である。こうした自然状態による種の増加は2300

年に1種という,まことにゆるやかなペースです

すみ,小笠原水白の生態系を作り上げてきたO　と

ころが人類がこの地に来はじめて以降.小笠原に

おける動植物はおよそ1年に1種のスピードで増

え続けているというO人間の管理を逸脱して野生

化したものを侵入種というが,小笠原固有の在来

種を.最近200年足らずの間に人間が持ち込んだ

侵入種が脅かしているのである。というより小笠

原の自然にとっては,人間そのものが最大の侵入

種であろうo　こうした地理的条件は.ニュージー

ランドやオーストラリアのロードハウ島などと全

く同様である。

2) l年中サブトロピカルな気候条件

小笠原の海開きは1月1日である.この時期の

平均気温は地上で21鼠　海中で23度。暑くもなく

寒くもなく.まことに快適である。真夏はもちろ

ん30度台の暑さだが,木陰にいる限り涼しく,莱
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京で感じるような耐えがたい蒸し暑さはないO澄

みきった空気, 1年をとおしていっぱいの花,常

緑樹.息をのむような夕焼け,星監　月のひかり。

12月から5月にかけてはザトウクジラが小笠原の

海域に回避してくるし,秋にはマッコウクジラも

やってくる。館類といえば世界各地でイルカが人

気だが.小笠原では1年中イルカと一緒に泳ぐこ

とができる。四季を通して小笠原の気候は心地よ

い。ただ初夏から秋にかけてのひととき,モンス

ーンに似たような雨季を感じることがある。

3)小笠原は日本のガラパゴスか

スペイン語で亀のことをガラパゴスという。エ

クアドルのガラパゴス諸島はゾウガメで有名だが.

小笠原もまたアオウミガメなどでよく知られてい

るO　ガラパゴスも小笠原も.本土からおよそ

1000km離れた絶海の島々.という点もよく似て

いる。

しかし決定的な違いはその大きさにある。ガラ

パゴスは200kmx300kmという広い海域に120島

があり,陸地画桂が沖縄の6,5倍あるO　ざっと小

笠原の130倍もの大きさだ。とくに大きな4島に

2万8000人が住み着き,空港が2つある。環境に

対する住民圧が大きく.世界遺産としては危機的

状況が続いている。しかし外国からの観光客の管

理は徹底しており,年間ざっと11万人のツーリス

トは. 1日あたり300-500USドルの観光船で島

巡りを行い,一人あたり100ドルの入島税を払う。

環境保全分担金としてである。

島のサイズほか諸条件が小笠原とそっくりなの

は,オーストラリアのロードハウ島であろう。こ

こは1982年.オーストラリア最初の世界自然遺産

に登録された。シドニーやブリスベンから700km

の沖に浮かぶ孤島。発見され人が住み始めたいき

さつも小笠原と同じだ。広さや人口(350人)ち

4、笠原の母島と同程度である。ただしロードハウ

の場合は島に飛行場があり, 32人乗りの小型機が



週20便本土から飛んでくる。運賃は800-1000ド

形,島民割引が20%。鳥にある中小のホテルは20

軒ほど,ベッド数は400, 1泊数十ドルの民宿か

ら数百ドルの高級ホテ)I,までが揃っているO観光

客は最低3泊することを求められており,年間の

観光客教はおよそ1万4000人。ここでも観光客は

1人60ドルの入島税を支払わなくてはならない。

航空券に切り込み徴収され,全壊が島の環境保全

に使われている。

島には観光客用の車は-切なく.歩くかサイク

リング,あるいは速度制限30kmという島民の車

をヒッチハイクする。島での観光はダイビング,

ハイキング,登山(ガイド同行が義務づけられて

いる).遊覧飛行.観光船などo　島の産業は農業

と観光だから.地理,サイズから環境粂鉄　人ロ

まで,小笠原(とくに母島)とロードハウは.ほ

とんどうりふたつといっていいくらいよく似てい

る。

富浦の朝早く.島の若者たちが
カヌーやボードで遊んでいる

2.小笠原の歴史をひもとく

小笠原は大航海時代16位紀の末頃.スペインの

メキシコからフィリピンを結んだ航海記録の中に,

ロス・ポルカネス(火山列島)として登場する。

これが現在の硫黄島などからなる火山列島だとさ

世界自然遺産.小笠原のあるべき観光娠興

れている。最初の住民も日本人ではない。しかも

わずか180年ほど前までは無人島だった。ごくた

まの漂着民か.捕僚船などが立ち寄っていたに過

ぎないOそれがなぜ,どのようないきさつを経て

「小笠原」という名称になり,日本の積土になっ

たのであろうか。

いっぼうで火山列島の北硫黄島からは.戦前に

研磨された石斧が出土している。マリアナ方面か

らの北上か. El本列島からの南下か.かつてここ

に定着住民がいたのか,興味深いテ-マなのだが,

これに関する研究は進んでいない。

1 )太平洋の捕鯨活動と小笠原

19世紀の太平洋は捕鯨船の時代だった。大西洋

や北極海の鯨を捕り尽くした欧米の捕鯨船団は,

南米やアフリカの南端をE]って, 18世紀末から太

平洋に進出してくるO当時の記録によれば.アメ

リカだけでも661隻の捕鯨船が太平洋海域全体で

捕鯨活動を行っていたという。これに従事した船

員数はおよそ2万人だった。まさに海のゴ-ルド

ラッシュである。広い太平洋でもとくに多くの捕

鯨船が活躍した海域がハワイ,ニュージーランド,

そして日本の沖という3カ所だったO　なかでも日

本列島の北から沖縄までと小笠原を結ぶ三角形の

海域は.ジャパングラウンドと呼ばれ,捕鯨人気

がたいへん高かったとされているO

石油が動燃料として脚光を浴びだすのは19世紀

後半である。したがってそれまでは捕鯨が.さな

がら現在の石油産業に等しい役割を担っていたと

みていいだろう。肉をとったのではない。鯨がま

とっている分厚い皮下脂肪だけをはぎ取り,煮詰

めてその油を楢に詰め,持ち帰ったのである。捕

鯨船は母港を出てから3年から5年,帰港するこ

とがなかった。当然ながら彼らは新鮮な食料…水,

薪炭などを補給しなければならない1853年.ペ

リーが4隻の軍艦を率いて日本にやってきたのは,

こうしたアメリカの捕鯨船団への補給基地をEl本

ラ
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に求める必要があったからだとされているOハー

マン…メルヴイルによるアメリカ文学上の傑作

『目刺　は,この時代の史実によっている。メル

ビル自身が太平洋における捕鯨船員だった。

ペリーがやって来る少し前.ジャパングラウン

ドで捕鯨を行っていた船乗りから,ハワイにいた

人々が無人島だった小笠原の話を聞きつける。小

笠原に移り住んで.捕鯨船に対する物資の供給を

行ったら儲かるに違いない。というのでハワイに

いた5人の白人が, 20人の太平洋地域の先住民

(カナカ人と呼ばれる)を引き連れ, 1830年に小

笠原にやってきた。これが.無人島だった小笠原

に人が住み始めた最初である。

とても豊かな時代だった戦前の小笠原。子供たちが
土地でとれたフルーツを抱えている

OJv笠原ビジタ-センター)

太平洋に限らず19世轟己までの海の世界は,商船,

軍艦,海賊船,捕妹船などが入り乱れ,おのおの

がそれらの性格を併せ持っていた。略奪や交戦.

乗っ取りなどが横行していたのである。太平洋海

域全般においても海俄行為は日常茶飯事化し,小

笠原にも脱走船員,漂流者.避難民,略奪者など.

「得体のしれない人々」が漂泊していたようであ

る。

2)日本史の中の小笠原

のちに小笠原と呼ばれる諸島が,日本史に登場

するのは1670年のことである。阿波のみかん船が
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ここに漂着,必死の努力の後,奇跡的に生還して

江戸に報告した。これを受けた幕府は, 1675年に

「無人島」の探検を行う。これが延宝巡検である。

当時の幕帝は小笠原を「ぶにんしま」と命名したO

鎖国がタテマ工の幕府にあって,これはまたなん

というやる気のない命名であろう。

欧米の地図には小笠原がいまだにBonin

Islandsと記されていたりするO　これは当時長崎

にいたオランダ商館の医師ケンペルが「ぶにんし

ま」をヨーロッパに紹介,以後これがポニン・ア

イランドとして欧米の地図に記載されるようにな

ったからだという。小笠原という名称は, 「家康

の家来だった小笠原貞頬が家康の命により1593年

に発見命名した」という申し立てを,その子孫が

17世紀後半になって幕府に訴え出たといういきさ

つによっている。ただしこれは無根として処断さ

れた。ただ幕末になって日本の周辺が騒がしくな

ると.幕府はこれを対外的に日本領有の根拠とし

て.しっかり利用したのである。

1839年には無人島に密航を企てたとされる「蛮

社の獄」がひき起こされた。開明派に対する言論

弾圧事件といっていい。ここでいう無人島という

のが/1、笠原であるo　これに高野長英や渡辺華山が

引っかかった。

3)ベリーの来航

1853年.ペリーは江戸にやって来る前に沖縄に

現れたOその次が小笠原だったo　アメリカ海軍用

の石炭貯蔵基地をつくるべく.土地の確保を行っ

ている1860年,成臨丸でアメリカへ出かけた幕

府の派遣団は, 1856年に刊行されたペリーの『日

本遠征記』(*)を持ち帰った。そこにポニン・アイ

ランドのことが記載されている。これを見た幕府

は大急ぎで各国行使に小笠原開拓を通知,同時に

成臨九に巡検隊をのせて送り, 「小笠原はわが国

固有の領土」と主張したのである。 1861年幕府は

「小笠原回収事業」に着手.小花作助やジョン万



次郎などを派遣し.移民も試みたが成功しなかっ
・f.

父島二見潜からつづくメインストリ-トには,
たくさんの民宿が並んでいる

当時のアメリカは南北戦争で忙しく,イギリス

もアヘン戦争で香港を獲得したので,小笠原など

にそれほど執着しなかったという事情も,日本に

とってさいわいした。やがて日本は1868年に明治

維新を迎えた後, 1876年に小笠原の領有を世界に

向け正式に宣言した。当時の明治政府による調査

では,小笠原の住人は14戸71人。内訳はハワイ10

人,英領9人.スペイン7人.ドイツ2人,フラ

ンスとポルトガル各1人,その他2人,日本人女

性が2人.そして小笠原生まれの子供たちが37人

だったと記録されている。そのころの太平洋海域

に.いかに多くの国や地域の人々が交じり合って

いたかが覗えて面白い。もちろん当時はパスポー

トなどまだない。小笠原で話されていた言葉は

PacificEnglish,あるいはポニン…クレオ-ルと

いう英語だった。太平洋地域における「英語国際

化」の架明期といっていいだろう0 20程近い各地

の言葉が混在していたようである。

*ペ.)-の　rEl本遠征記』は,ずっしりとした大著であるQ

皮革張り. A4判の柄を少し広げたサイズ全3巻はほと

んど百科事典並みの大きさ。発行元は米B]議会n総ペー

ジ数は1650頁もあるO　第1巻が航海遠征記.第2巻は学

術報告や博物誌.第3巻は天文学吉断別・水路臥背には

「U. STATES JAPAN EXPEDITION」とあり,中をめ

く　ると「Narrative of the expedition an American

squadrontotheChinaSeasandJapanJというタイトル。

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

写)=そのように精密な石版i喝や木版画(場合によりカラ-

も)およそ150点を掲札　当時のEl本やアジアの風物を

活写している。ペリーと稀府が交わした12条からなる

「約傾」複写全文も救せられた。まだカメラが一般化し

ていなかった当時の探検隊には.画家が同行し珍しい動

植物や風与え.民俗や人物などを詳しく記録したのであるo

ペリーは1852年11月にアメリカを出発L　ケ-プタウン.

モーリシャス.七イロン,シンガポール.マカオ.ホン

コンを経由.沖縄と小笠原に立ち寄ってから53年の7月

にとrI戸にやってきたO　そのあといったん香港まで戻り.

翌年3月再来日.函館などに足をのばしたのち帰阿するO

足かけ4年にわたる大航海だった。

4)日本の領土になった小笠原

さて明治9年にようやく日本の一部となった小

笠原に,以後内地や八丈島などからの移民が急増

する1880年に開耕地の私有が認められたため.

いっそう移民熟が高くなった。学校教育も始まっ

たが,当時の教育は日英の両語で行われ.学校に

おける英語教育は明治末まで続いた1882 (明治

15年),政府は住民全員に日本国籍の取得を求め.

それを嫌う人々はハワイやグアムに逃れて行った0

19世紀末までに.硫黄島などを含めた小笠原の人

口は5000人を突破する9　ちなみに太平洋戦争前夜

1940年の小笠原においては.総人口が7700人　う

ち帰化人は130人ほどであった。

小笠原の恵まれた気候はサトウキビ産業やバナ

ナ,レモン.オT)-プ,オレンジ,ヤシ.季節違

いの野菜類など.移民農家にとても豊かな収入を

もたらすようになっていった。政府はいっときこ

こに,大がかりなコーヒー・プランテーション経

営を目論んだりしたようである1939年の記録で

は,農家の平均年収が7773円O当時の警官初任給

は月45円.大工日当が2円.総理の月給800円.

80坪の文化住宅が東京で1500円などとなっている。

小笠原はとても豊かなところだったのだQ

当時の史実をもう少し紹介する。

1891年.硫黄島が正式に日本の領土になった。

1902年.南鳥島が日米協議の上. El本領にO　人

口59人。島全体を覆い尽くすように生息していた

7
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数百万羽のアホウドリが,羽毛のためにごく短期

間に乱樺された。

1920年以降小笠原の「要塞化」がすすむ。第一

次世界大戦の結果,パラオやトラックなどの南洋

諸島が日本の領土となり.そこへの中継基地とし

て小笠原が重要視されたためだ。

1931年には沖ノ鳥島が小笠原の所管になった。

1940年.英語使用の全面禁止命令.創氏改名命

令。

5 )小笠原の要塞化と太平洋戦争

太平洋戦争当時,山地が多い父島と母島には40

もの砲台がつくられ.陸軍1万3000人,海軍7000

人が配備された。平坦な硫黄島となると軍用滑走

路が3本.陸軍は1万3700A,海軍は7500人。結

果からいうと1945年2月16日から3月26日までの

硫黄島における米軍上陸作戦の未　日本軍は1万

9900人が戦死(海没を含めると2万4000人).坐

還できたのはわずか1033人にすぎなかった。ちな

みに米軍側の戦死者は6821人と記録されている。

父島.母島には上陸作戦はなかった。硫黄島の確

保により.米軍は自由に日本全土の空爆が可能に

なったからである。グアムやサイパンから日本へ

の空爆は.当時の爆撃機の飛行距離が足りなかっ

た。硫黄島の制圧が米軍の至上命令になったのは,

このような事情によっている。

父・母両島に多く残されている戦時中の砲台。
毎年少しずつ錆びつき,朽ちはててゆく

境浦にある戦争中に魚雷を受け座礁した澄江丸。
波に洗われ.毎年姿がちいさくなっている

日本敗戦の前年1944年6月になって日本軍は.

米軍との戦闘に足手まといとなるであろう小笠原

の一般住民全員を,内地に強制疎開させることに

決定0 -人あたり3個までの手荷物を持って, 3

時間以内に港へ集合という強引な命令を下した。

ただし7711人の住人(父島諸島に4348人,母島諸

島に2109人　硫黄島・火山列島に1254人)のうち,

16-45歳の健康な男子のみ825人は, 「陸軍大臣命

令による義勇隊」として硫黄島に残されたo彼ら

のうち生還したものはたったの8人だったという。

99%が亡くなったのである。

6 )小笠原の戦後と今日までの経過

1945年に日本が敗退すると米軍は小笠原を占領,

父島の民家などすべての建物を破壊撤去の後.塞

地を設営した1946年になると帰化人のみ129人

33家族が帰島を命ぜられ,米軍の軍属となった。

日本語の使用は禁ぜられ,教育も英語に代わった。

米軍は父島を沖縄やグアムの後方秘密基地化した

うえ.ここに核兵器の備蓄格納まで行ったとされ

ている。

戦後23年が過ぎた1968年.小笠原は日本に返還

された。戦前には父島だけでも豊かな農地が600

ヘクタール以上あったが,南の自然はあっさりジ

ャングルに戻ってしまった。当時の日本は高度経

済成長が始まっており.帰島を許された島民たち



おがさわら丸から硫黄島への上陸O
むこうに見えるのが揺針山である

は,たいへんな苦労の末にようやく立ち上げた内

地での生活を捨てるわけにもいかず.帰島を選択

した人たちは全体の1割未満, 600人ほどに過ぎ

なかった　2011年現在においても,父島で耕され

ている農地は戦前の1割でしかないO帰島者たち

の大半は,東京都の小笠原支庁,道路・港湾など

の工事.住居の建設,電気,通信関係などの公共

事象　自衛隊や気象庁, 1979年に発足した小笠原

村役場,学校の教員といった.公共サービス関係

の仕事に従事したo

こういった特異な経過をたどり.小笠原は23年

間もの歴史空白期を抱えたまま現在に至っている。

戦前からの小笠原住民たちはもはや数少なく.現

在ようやく2500人ほどに増えてきた小笠原住民は.

自衛隊のなかに展示されている硫黄島への米軍上陸
作戦の様子。左が措鉢山,下方から米軍の上陸用舟
艇群。日本軍は主に地下の聖壕にも<.って迎撃した

世界自然遺産…小笠原のあるべき観光振興

その多くが1968年以降の移住者によって占められ

ているO

7)硫黄島の現況

硫黄島にあっては返還後,米軍基地はそのまま

日米の共同訓練基地に移行した。生業が成り立ち

にくい,活発な火山活動.遺骨・不発弾の未処理

などの口実のもとに,日本政府による旧住民の帰

還は許されていないo　また安全管理,土地所有者

や遺族への配慮という理由により.一般の日本人

にも非公開が続けられている。ただしアメリカか

らは墓参や戦跡訪問で相当数の人たちが訪れてい

る模様だ。

遺骨収集は厚生省管理のもとに年数回,旧島民

の会,遺族会など30人ほどの規模で行われており.

その都度数十柱ずつが回収されているo本格的な

回収作業とは程遠い状況が細々と続くD [1本に返

還後40年以上が過ぎた現在なお,日米安保条約.

外務,防衛,厚労省など行政間の壁もあり.戦後

処理は終わっていないのである。 2010年の時点で

ち, 1万1000柱余りの遺骨が未回収である。しか

し各種の慰霊塔は全土に見られる。ここを訪れた

政治家たちが勝手に建てた記念碑はとくに目立っ

ているO　これにかけられたであろう手間ひまを考

えると,思いは複雑であるo硫黄島が日本に返還

されてから半世紀近く,その間ずっと自衛隊員数

100人が駐屯してきた0回のために亡くなった

方々の遺骨回収作業に自衛隊が少しでも動貞され

ていたら.回収作業はとっくに完了させられたは

ずである。それがなぜ遺族と厚生省(現厚労省)

の片手間仕事に任されたままになってきたのか。

2万人もの日本人が南の島に朽ち果て,政治のは

ざまに打ち捨てられ,都合のいい時にだけ「英

霊」扱いをされている。ここからの日本の戦後は,

どのように眺められているのであろうo

小笠原の人口は最初の100年ほどで300倍になっ

たD小笠原の「国語」は,ボニン・クレオール英

9
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戦時中からの戦車の残骸。硫黄島には

あちこちに剥き出しの戦跡

語以降,日英両語,日本語,英語…　そして1968年

以降のEl本譜と, 1世紀半の間に5回も変化して

いる。これまた世界史史上にも珍しい現象といえ

るだろうO

というわけで良くも悪くも.現在の小笠原にお

ける社会や文化は.その伝統文化の断絶によって

象徴的に表れているといえそうである。三代たた

ないと江戸っ子ではないという表現があるO小笠

原の住民たちはほとんどがまだ-代目である。二

代目はこれからオトナになるO本当の意味で小笠

原の郷土文化が根付き,育つには,これからまだ

半世紀ほどが必要になるのかもしれない。

硫黄島のあちこちに見られるむきだしの硫黄原。

あちこちから湯気が炊き出し,匂いもきつい

硫黄島は嬬鉢山以外,ほとんどフラットである。
湾に見えるのは戦後米軍がつくった埠頭の残骸

3…　小笠原への船の旅

さて,観光地としての小笠原の特徴を表す第-

のポイントは,片道船で25時間半かかる.という

点にある。おがさわら九の定員は1043人o全長

131m, 6700t　これが唯一の交通手段であり.

貨物も運ぶD　しかも便数は6日に1便しかないo

往復船中で1泊ずつ必要だから.小笠原への旅行

は現地3独　6E]間というパターンが最澄であるO

まずこの時間的制約が,小笠原への客層を自動的

に選択しているo小笠原への旅行が1航海6日間

の場合.旅行日数のうちの船内時間比率が40%に

もなり,船内時間のあり方・過ごし方は,旅行全

体の満足度におおきく影響する。小笠原滞在中の

満足度が完全であっても,それがそのまま放行全

体の満足度には直結しない。

船酔いという避けがたい状態はさておき. 「観

光船」としてのおがさわら丸の現状と今後を見て

みよう。おがさわら丸は東海汽船の子会社である

小笠原開運が運航しているO　もちろん独占路線で

ある。

ちなみに小笠原への空路はない。緊急時には,

硫黄島から自衛隊がヘリコプターを飛ばし基地ま

で搬送.そこからまた自衛隊機で都内に運ぶo　ざ



っと10時間所要だが.救急搬送費は請求されないO

1 )生活航路から快適航路へ

基本的に現在のおがさわら丸は貨客船であり,

小笠原に暮らす人たちにとっての生命線,生活航

路としての重責を担っているo Lかし一方で,坐

乗客に占める島民の比率は人数ベースで15%ほど

であり,今後の小笠原海運のよりよい経営を目指

すうえからも.観光船としての,より満足度の高

い.快適な.船内設備とサービスの提供は不可欠

て.h v

小笠原海運はその経営の軸足を.はっきりと

「観光市場」に移しなおし.マ-ケティング計画

を組み立てなおすべきである。さもなければ,独

占路線でありながら.みすみす利益の高い顧客層

をのがし.企業評価を下げながら.将来的な可能

性を狭めてゆくという,マイナス・スパイラルに

落ち込んでゆくことになるであろう。

小笠原にとっても小笠原海運にとっても,この

航路が観光市場からの支持を得ることなくして.

その将来を描くことができないという点を指摘し

ておきたいO

2 )プライバシー空間の確保

1人ひとつのベッド, 2人部屋,あるいは家族

単位. /トグループでの一部屋利用という,プライ

バシー確保の原則をはっきりさせる必要がある。

現状での予約条件は定負の約8割分が「平土間ご

ろ寝」. 1等客室といえども.混雑時には他人と

相部屋になってしまう。 「都市ホテルにシングル

で予約したつもりが,見ず知らずの人とツインに

させられた」というに等しい状況が. 「生活航路」

という名目のもとに容認されている。しかし.こ

れでは「観光航路」としてのビジネスは成立しな

い。さらに,生活航路なら快適でなくてもいい,

というような時代ではない。

サービスや快適性は二の次でもとにかく安くと

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

いう需要のために.現行の価格帯はある程度残す

にしろ.全体的な客室設備と船内サービスは「快

適な観光仕様」に変えなくてはならないO

おがさわら丸の2等船室。毛布と枕で1人分の
スペース,ところどころに洗面器

3)パブリックスペースについて

船内にゆったり過ごせる.あるいは船旅気分を

味わえるスペースがほとんどない。そしていつ乗

ってもカフェテリアのメニューは単一,味もたい

したことはない。せめて観光客を前提とした品揃

i.小一- L" -て. --VLlr<v lift*祁〕1・引*iアーが・L・・・ォ:蝣

ある。レストランのほか.バ-の設備を備えた.

24時間営業の広いカフェ…ラウンジがぜひとも欲

しいところであるD　さらに今なおキャビン内にお

ける喫煙が許されているなどは,早急に変えられ

なければならないだろう。

4)航空路開設に備えて

小笠原への航空路開設というのは,日本返還当

時からの小笠原住民の夢だった。しかし小さな島

に空港の建設というのは環境負荷が多すぎるし.

景観上の問題も少なくない。都会からの遠隔地と

いう立地条件を評価するゆえに.移住を選んでき

た人たちもいるO世界遺産地域という小笠原に対

する高い評価は,空港建設でくつがえってしまう

かもしれない。環境に対する低負荷の空路をとい

うなら.滑走路の不要な「水上飛行艇」の導入は

r-I
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考えられないだろうか。いずれにせよ,空路はあ

くまで緊急かつ必要最小限のレベルにおける座席

数とし,一般の観光需要運送は海路によるという

住み分けが理想的かと思われるO　ところが航空便

ができるとなると.かなりの観光需要が空路にシ

フトし. 「航空便が確保できない限り小笠原には

行かない」という客層が現れるであろう。 「船便

しかないのであればいざ知らず.空路があるのに

無理して不快な,時間がかかる船で行くことはな

い」という.つまり「小笠原へは航空便が取れた

ら行けばいい」という買い控えが発生するoそれ

ゆえ.もしおがさわら九が現状のサービスを改善

できないまま航空路が実現した場合.おがさわら

九の船客数は激減するという可能性が無いではな

いO

これに対し, 「小笠原への船旅は快適で楽しい」

という評価をあらかじめ確立しておければ,その

心配はない。 「小笠原へは25時間の快適な船旅で

行く」。それでなくては小笠原旅行の価値が半減

する。そんな常識を確立しておく必要がある。

5)小笠原の「生命線」に関する責任

2005年.小笠原への最新型高速客船の就航が,

船が完成したにもかかわらず.直前に就航中止…

空中分解した。片道25時間が17時間に. 3割以上

も短縮されるはずだった。原油価格が急騰したせ

いであるD　島民の中にはそれを前提とした投資を

実行した人たちもいる。一説に130億円が無駄に

なったとされているが,国や都の小笠原に対する

責任が消えたわけではないO島民の期待と失望も

また想像するに余りあるOそれだけに小笠原海運

に対する東京都の行政指導責任はおおきく,小笠

原海運の赤字補喝も都が行うという図式になって

いる。

将来的なピジョンにもとづいた観光立村に対す

る「おがさわら丸…小笠原海運」の経営を望まし

い方向へ指導・監督する立場の東京都が.この間

I2

島で見られる交通標alこは内地で
見られないものも多い

蓮に手をつけることなく放置することは.小笠原

観光の将来を阻害する「不作為責任」につながる。

船会社に対する行政の監督任務は,単に赤字を出

させないというより,時代の要請に応じたより良

いサービスにもとづく健全経営と.あわせて将来

的に小笠原をひとつの理想的な観光地として育て

る方向に,村とも協力しながら導くことであるD

船内設備の改善に要する初期投資を含め,サー

ビス態勢の見直しなど.小笠原海運に対する勧告

や指導を行うことO　これが観光地小笠原の将来と

ブランド構築の成否を左右する。小笠原の価値の

半分が.小笠原海運によって極られているといっ

ても過言ではないo

海運関係者の話では, 「新おがさわら九」建造

という可能性が語られてもいるようである。現行

船の耐用年数がそう長くはないOぜひとも質の高

い「観光船」に軸を据えたうえで,いっほう村の

生活路線も十分配慮したバランスを実現させたいO

4.宿泊施設の現状と将来に向けた

改善

民肩を中心とする父島およそ50軒.母島15軒の

宿泊施設は.新しい時代の観光需要に対応するべ

く用意されてきたものではないO　まず出張公務員,

公共事業従事者のための宿泊施設として用意され.



それが少しずつ釣り客やダイビング客…　観光客に

も使用され,今に至るという経緯がある。とくに

父島に古くからある民宿や母島においては.現在

もなおこの傾向は顕著であり.宿泊料金の設定自

体が,公務員の出張用宿泊費規定を強く意識した

り,横並び意識のもとに決められたりもしている。

このため当然のことながら,通常観光用宿泊施

設に要求される,ゆとりや開放感,窓からの眺望,

くつろげるスペース.快適性,といった諸要因は

等閑視され.手ごろな価格や街中における便利な

ロケーションの方が優先されてきた。これは家族

准清の範囲内という投下可能資本上の制約からみ

ても,あたりまえのなりゆきであったo

Lかしここ数年,すこしずつ一般観光客,とく

に中高年の観光需要が高くなりつつあり,各種駒

光市場調査においても.団塊世代以上のシニア需

要に対する期待度は相当な高さにある。そしてこ

の市場はまざれもなく.予算や旅行先の決定権の

ほぼ8割が女性によってリードされているO　この

女性たちに共通しているのは,体力気力共に元気

であり.自然志向が強く,洗練されたゆったり感

や,おいしいものを求めていることである。この

ような市場特性は,そのまま小笠原が持つ優位性

に多く重なっている。

ただし小笠原における宿泊施設だけは,こうし

た市場が求めるものとはマッチしていない。民宿

におけるソフト面のサービスや食事の提供に関し

ては.とくにその価格との対比において.かなり

高い評価を受けているものの.いかんせん各施設

の立地条件や眺望,広さやゆとり感においては,

内外の他の観光地とはとても比較にならないほど

劣位にあるo

Lたがって今後,とくに「小笠原に一番望まし

い観光客層」を対象とするマーケテイング活動の

展開にあたっては,上記を強く意識した新たな宿

泊施設への投資.なかんずく,眺望重視のリロケ

ーションやゆとりある設計.また行政による,そ

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

れを可能ならしむる土地の整備や提供と.それへ

の住民の合意形成が絶対的な条件となるであろうo

l )宿泊施設用土地の整備とリース

小笠原においては,現在のところ新しい宿泊施

設用に自由に活用できる土地がきわめて限定され

ている。また.その取得にかかる費用も割高であ

り,さらに.新しい建物の建設費用たるや,内地

におけるそれの2-3倍は覚悟せねばならない。

つまり,将来に向けての設備投資機会にも費用対

効果上にも2重3重の制約がかかっており,新規

投資意欲が大きく阻害されている。強制疎開によ

り生じた.おおくの地主不在地がある。小笠原は

米軍に占貸されたまま,戦後の「農地解放」と無

縁に現在に至ったという特殊地域でもある。

これらを打開するための措置として,まず公的

所有地のl) -スを提案するO一区画300坪程度を

ユニットとし,島内から海の眺望の良い土地,港

岸べり,あるいは森の中など.観光用の宿泊施設

にふさわしい立地条件の土地を行政側が用意し,

一定条件の下に30年… 50年などの長期リース契約

のもとに貸し出す。契約更改の条件もまた決めて

おくO

村有地.都有地,国有地国有林,場合によって

は不在地主の土地活用など,観光立村計画にもと

づく「土地リース用特別措置法」を行政側が用意

したいO誘致T)-ス料金はあくまで名目上程度と

し,借り側の資本が建物に集中投下できるように

するo

こうした新規投資へのインセンティブを行政が

用意することができれば,住民に対する観光投資

の重要性への理解を広げるきっかけにもなるであ

ろう。このような区画を,数年にわたり数箇所ず

つ提供するなどにより.町中の高い土地を売却し

て新施設に再投資するという.観光施設の構造改

革促進を行政側がリードすることができる。

同時にこれには.本土資本などによる大型投資

I3
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を蔑制する条件を付与しておくことoあくまで地

元住民自身による自律的な新規投資を誘導すると

ともに.世界遺産地域としての環境調和型宿泊施

設であり,一定規模以下のスケールのものとする

ことである。

島の人々に愛されているr南洋踊り」は,現在東京
都の無形文化財。戦前にパラオの方から移入された

2 )宿泊施設の将来的選択肢

観光客を前提として見る限り,現行小笠原の宿

泊施設は年平均の稼働率にしてみると,おがさわ

ら丸の運行スケジュールと連動しているから,繁

忙期でも週に3泊しか埋まらないことが多い。こ

れについてはあとのほうで詳しく述べる。つまり

どんなに効率よい経営を目指しても,年平均50%

の稼働率は不可能に近いOであれば,食事などは

抜きに考え,宿泊料・金を現行の3分の1にでも下

げ,長期滞在用アパートへの転用を考えたほうが,

かける手間ひまと年間収入からしても合理的だと

いう判断が成り立つ。

このような点も踏まえ,小笠原の現行民宿の将

来的なあり方を見るなら,次のような選択肢が見

えてくる。つまり,今までの成り行き上による宿

泊施設のあり方から,新しい国際的なインバウン

ド観光市場までを視野に入れたうえでの,観光立

村政策に沿った新規投資の必要性である。またそ

れに沿った行政の具体的な支援策が必要とされて

いる,というところを指摘したい。

I4

制度面における上記1)のような支援策であれ

ば,予算面における行政の負担は少なくて済み,

これによるリターンはかなりおおきいO以上のよ

うな分析から,現行民宿群が今後とるべきオプシ

ョンを列記すると…　およそ次のようになる。

①　観光用への新規投資,移転(上記のような

形をとる)

②　業務用,あるいは長期滞在用アパー　トコ

ンドミニアム-の特化

(彰　低価格志向市場特化(出張者,学生,釣

り・ダイビング客など)

④　後継者不在などによる自然的な廃業

たとえ小規模な民宿であっても,これからの観

光市場において営業してゆく場合には.その営業

方針をはっきり確定してかかるべきであるO　自然

淘汰を待つべきではない。内地から見た遠隔地小

笠原とはいえ.であるからこそ.今後は他の内外

の観光地との競争をはっきり意識する必要がある。

また,唯我独尊的な「泊めてやる」意識の山小屋,

釣り…ダイビング宿,スキー宿等々は,すべから

く市場からの退場を余儀なくされているし,ひい

ては観光地としての衰退さえ招いているところが.

あちこちに見られている。

*蝣" afcw*�"***.

おそらく父島で-番うつくしいジニーピーチ。
捕-トのむこうに浮んでいるのが南島である

3 )公共施設から観光用宿泊施設への転用

村の経済を収入ベースでみると,公務員による



ものが29%で圧倒的比率を占めている。 2位が建

設業の22%, 3位が商業13%, 4位にようやく観

光9%が登場する。しかし前にも述べたとおり.

このなかで将来的におおきく伸ばせる可能性があ

る分野は,観光しかないといっていい。島1番2

番の大企業はといえば,ここでは村や都の役場で

あり,自衛隊の基地職員,国の役所の出先,学校

の先生たち公務員の比率もまた.圧倒的であるQ

こうした状況にあって公務員住宅や教員住宅の

中には.島で一番の眺望を誇るロケーションを

広々と占有しているところがある。宿泊施設とし

てみるなら,一般観光客のほとんどが町中の眺望

のない宿に泊まることを余儀なくされるなか.大

半の村人も羨む公務員住宅が特待の場所を提供さ

れているOあるいは,気象庁の建物や.自衛隊の

駐屯地が,ハワイにたとえるならホノルル・ワイ

キキビーチのど真ん中を占有するに等しい,大村

海岸ビーチフロントの,一番いいところに建てら

れているo　こうしたことは小笠原が持つ戦後史の

経緯からすれば.やむをえなかったことであろう。

しかしながら今や小笠原は.新しい観光の時代

を迎えつつある。小さな小笠原相が持てる観光資

源の最大有効活用を考えてみると.もはや歴史的

な経緯を離れ,相としては今後の観光立村政策上.

上記のような公的施設の観光面への有効活用.転

用まで視野に入れるべきではないかと思われるo

展望絶佳の教員住宅は.ホテルに転用するO代

替の施設は上記2卜②を活用.そのための改造

など投資返済にはホテルの売り上げから充当して

ゆけばよい。このホテルの経営や従業員について

は.島民から手を挙げてもらえば新規雇用が発生

するo

さらに長期的な視点からは.上記気象台や自衛

隊施設を,島内の代替地に移転させ,大村海岸地

域全体の最も望ましい観光地域形成計画を.専門

家の手を借りながら考えるということも必要であ

ろう。現在海岸通などを中心として,電柱の埋設

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光境界

作業が進展しつつあるD

町並み景観にとどまらず観光地としても,小笠

原の全体計画の中核に,訪れた人あるいは住民自

身にとって.ゆったりくつろげる木陰の散歩道や

木製のベンチ.カフェテリア,洗練された賑わい

の創乱　などをおくことを考慮したいO特措法に

よる社会環境の整備も,徹底的な観光立村計画に

もとづいた方向への見直しが必要であろう。そこ

まで踏み込んだ行政のイニシアティブと.住民の

積極的な参画を期待する。

4)ロングステイ村あるいはシニア健康村

これも上記1)とよく似た手法である。ネーミ

ングはさておき.リタイア後の中高年が健康面で

望ましい環境と.経済的な合理性の両面から,外

国までわざわざ出かけ居住地を探したりしているO

小笠原の気候や自然環境からするなら.ロングス

テイ用の滞在地としてはここが最適な候補地であ

ることに疑いの余地はないO　だいいち日本語でい

いO

このような需要に対し,相が土地をリースで提

供するQ　売ったり買ったりする必要など.さらさ

らない。場合によっては村として,健康維持.花

粉症対策用.免疫などメディカルツーリズムの施

設を開発…誘致が考えられてもよいであろうo小

笠原全体からすれば,土地がないのではなく.育

効活用がなされていないだけの話である。売買を

ベースにしないで.あくまでリースを基本に,良

が持つ資産の有効活用を最大限に考えたい。

島における建設業者に,環境再生型の,あるい

は以上述べたような観光地としての持続可能な環

境整備への事業計画提案を.村の方から求めてみ

るのも.彼らに新しい視点を提供するきっかけと

なるのではないか。

15
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5.小笠原旅行の対象市場と旅行日数

小笠原への旅行については先のとおり.現状ほ

おがさわら丸の運行スケジュールに合わせた「6

日間」が一般的であるO　これを2航海通しの小笠

原滞在9泊10日.つごう旅行E]数は12日間という

日程を,平均モデルにしたい。修学旅行は別とし

て,大学などの教育El的旅行や.中高年の旅行を

考える場合,小笠原の優位性を前面に出して考え

れば, 6日間のみでの販売を考える必要などない

ばかりか.ぜひとも12H間を基本に考えなくては

ならない理由が多くある。

言を重ねているように,小笠原は普通のマスツ

ーリズムを前提とした旅行先・観光地ではない。

月間平均わずか1000人余り. 25時間半かけ船で行

かなくてはならない,希少な.よそとの安易な比

較を許さない観光地なのであるD世界自然遺産は

もとより,エコツーリズムによる村おこしもまた

重要な旗印である。このような路線における観光

開発,ブランド構築に関しては,それに沿った商

品開発やサービスのあり方.市場へのアピール,

旅行産業各社への販売協力要請など.すべてを連

動させたうえでバランスよく行われなくてはなら

Sail!

これについては内地側の観光業者や海運に任せ

るのではなく.村のサイドからの.自律的マーケ

テイング計画が不可欠であり.これに対する村の

住民の理解.観光産業従事者全体の協九　観光課

や観光協会・ツアーデスクのイニシアティブは改

めて言うまでもない。なかでも商品構成上最も重

要な点がこの「12B間」である。

1 )エコツーリズムの健全な育成

現行おがさわら九の運行は,年間わずか60回ほ

どである。これによる宿泊機関の稼働率はどんな

I6

自然保護区になっている南島に[まI E)100人しか上陸
できないが,カヌーツア-で自然のブリッジをく<・

り抜けてくれば,これはまた別の感動である

に忙しいシーズンでも50%,年間180泊分にしか

ならないo LかもピークはGW.夏休み,正月期

に集中するから,前述のとおり年平均にならして

しまえば.一部屋あたり70泊から100泊がいいと

ころとなってしまう。しかもこれは父島のケース

であって.母島について見るなら.観光客前提の

宿泊産業・観光産業は成立の余地がない。世界に

もまれなすばらしい自然環境に恵まれた小笠原も,

おがさわら丸の6日間航海を旅行商品の前面に出

して販売し続ける限り,母島はおろか父島におい

てさえ,観光業は成立しにくいのである。つまり

観光立村というスロ-ガン自体が,現実性なきも

のに等しいということになるO

短期間のツアーを売るなといっているのではな

いO標準型を12日間とするO小笠原滞在を9泊と

することにより,稼働率50%という変則は解消す

る。同時に,母島への複数日宿泊滞在の旅客の流

れが,恒常的に発生する。

また,小笠原旅行経験者の多くが,その魅力と

して真っ先に指摘する「ゆったりした時間の流

れ」というものさえ,小笠原滞在3泊4[]の日程

では十分に味わうことができない。常に忙しく.

朝早くからナイトツアーまで引きB]されるo観光

業者が用意するツア-もまた.盛りだくさんでは

あるものの.底の浅い, 「お子様ランチ」的なセ



ットメニューになってしまっているO

本来であれば.たとえばイルカをテーマとした

もの.クジラをテーマとしたもの,南島をテーマ

としたもの.兄島瀬戸をテーマとしたものなど,

周到な時間と準備と解説により,それぞれを単一

の商品として提供しうるし,ビジネスとしての機

会や収益も.顧客の満足度も.ずっと高いものに

できる可能性がある。それぞれのガイドや業者が.

独自内容のツアーと解説により,その質的な競争

を高めることができる。にもかかわらず現状は,

各業者が妓い合って. 「見た目にはあれもこれも

の詰め込み形」.エコツーリズムから見ても質の

薄い画一的な,小笠原の資産を減価させるばかり

の.安売り競争を招いてしまっている側面がなく

リnara

ゆったりした小笠原滞在9泊10日が前提なら.

各観光業者とも.陸上における新しい観光コース

開発ともども.満足度の高い,高収益な.独自性

の高い観光コースの競い合いを誘発しあえるよう

になれるであろう。

ただし小笠原在住者のうちからは.現行おがさ

わら丸の運行スケジュールにあわせた. 3泊働い

て3泊休めるという「ゆったり感」こそ.小笠原

に暮らすおおきなメリットであるという声がきか

れることも.事実である。

2)天候リスクの分散

おなじく小笠原滞在3泊4日では,ときに雨天

や悪天候によって,観光的には何もできないまま

滞在が終わってしまうという危険性がままある。

よしんば1日あるいは2日が雨や強風だったとし

ても.顧客の満足度は大きく低下するし,関係者

は基本的に「下を向いて」いるしかないのが現状

である。悪天候に対応する過ごし方の示唆はでき

ても.客の期待には対応できない。しかしこれが

9泊10日の滞在であれば,この不安もT)スクもほ

とんど解消するDクジラやイルカといった自然の

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

生き物の可視確率もまた同様である。

さらに客の立場からすれば. 6日間の日程で天

気が悪かったからといって.そうおいそれとは出

直してくるわけにはいかない。天候だから仕方が

ないとアタマでは理解しても, 6日間も使って雨

あるいは風でたいしたこともできなかったとなれ

ば.まして往復の船でも揺れた日には.彼らによ

るプラス宣伝など決して期待することはできない。

無駄遣いだったという喪失感もまた,おおさな時

間のロスとあいまって増大する。

付け加えておくと,日本から25時間かけていく

旅行先は,アフリカか.南米である。そこまで現

地3泊のみの日程で行くのは,テレビ番組のタレ

ントかビジネス出張以外にはいないだろう。この

意味からすれば.小笠原はたんなる国内旅行の目

的地ではない.という認識を常識とする必要があ

る。 25時間の空の旅は苦痛である。それに比べれ

ば,寝てゆける小笠原の25時間はどういうことも

ない,という説得もまた可能だ。

=見湾沖合いから父島中央部の眺め

3 )船内時間比率の低下

先にも述べたとおり, 12日間の旅行であれば.

6日間に比べておがさわら丸船内の時間は相対的

に低下する(40%-17%),つまり船酔いリスク

ち.旅行日数全体のなかで低下させられることに

なるから,旅行の満足度に対するマイナス要因を

I7
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軽減させられるO

4 )顧客満足の最大化は収益の最大化

旅行先における消費時間と消費金額はパラレル

に増加するOそれと共に小笠原では.その地域特

性・顧客特性によって顧客の満足度もまた.比例

して高くなる。時間の流れ,自然体験.人々との

交流・・・-,すべてが.時間をたっぷりかけること

により,手ごたえ十分なレベルへと上がってゆく。

内外の旅行市場全体の中でごくわずかな部分で

あっても.そのことをよく理解してくれる客層が

小笠原を訪れ,そして十分滞足してさえくれれば,

あとは自動的な「顧客連鎖」が発生する。小笠原

の距離が,時間が,自然が.環境が.人々が,小

笠原にとって一番望ましい顧客を自動選択するの

である。小笠原にとって大切なことは,単に入込

み観光客数が増えることではないo滞在日数が増

えることであり,消費金額が増えることなのであ

る。単なる人数増のマーケテイングではなく,柄

足度向上のマーケテイングが必要だ。

以上のように.デスティネーション小笠原のブ

ランド構築,様々なマーケテイング上の諸問題に

全面的に対応できる絶対的要件が.メインとなる

旅行日数を6日間から12日間以上へと転換させて

ゆくことであり,またそれにもとづいたプロダク

トやサービスの見直しである。それらのすべては

また,品質による満足度最大化への競争でなくて

はならず,低価格競争という手段だけは絶対に用

いられてはならない。

6…　世界遺産地域としてのブランド

構築

ツーリズムは生き残りをかけた職烈な地域間競

争の時代である。各地域はその持てる自然や文化

の資産を最大活用しながら,よそとの差別化を主

張しなくてはならないO価格競争の先は間である。

I8

顧客の評価に裏打ちされたブランドイメージの確

立が,地域にとっての死命を制するQ　こうした意

味からすれば.世界自然遺産というブランドが小

笠原にもたらすであろう「付加価値」は破格であ

る。太平洋上に浮かぶ小さな島晩地域というポジ

ショニング自体が.すでに小笠原に,他にないユ

ニークな自然や歴史文化をもたらしてはいるが,

それに加えての世界遺産は文字通り鬼に金棒であ

るO

しかしながら世界遺産登録はゴールではない。

地域としての環境整備への努力継続に終わりはな

い。エネルギー,水　二酸化炭素排出量.生態系

や自然保護など各方面へのビジョンと住民参加,

法的整備を含めて,世界自然遺産登録はひとつの

通過点に過ぎない。登録は終わりではなく新たな

スタートであるO　このことをしっかりと認識した

うえでの小笠原の地域おこし計画が.そのブラン

ド構築に直結する。

1 )環境保全分担金という名目の入島税

島民を除く小笠原への来訪者から.そのつど1

人3000-5000円の入島税をお支払いいただくo持

続可能な観光地経営のために,訪問者たちにもそ

れなりの協力を要請しなくてはならない。エコロ

ジーと小笠原の世界遺産について,十分な説明を

行うことにより彼らの理解は十分に得られるであ

ろう。小笠原への訪問そのものが,ある種の環境

教育を提供できるに違いない。もはや「自然はタ

ダではない」のであるO

これをもとに.次項のボニンバス(公共交通権

関)の新システム導入.外来種の除去作業,固有

種の保護,植林.海岸清掃,太陽光発電の促進,

あるいはそれら諸活動に携わるNPO支援等々を

行い,世界遺産にふさわしい地域づくりを進める

とともに…　全国にさきがけた「小笠原モデル」を

広くアピールしたい。



父島島内唯-の公共交通機関ボニンバス。

1日自由券は大人700円,子供350円

2 )ボニンバスの新システム

エコカー仕様の小型マイクロバスを複数台父母

両島に導入,早朝から夜まで利便性高く運行し.

島民と来訪者すべてが常時無料で利用できるよう

にするOできれば車メーカーのスポンサー支援を

仰ぐ。環境対応型コミュニティの公共交通システ

ムとして,格好のPR材料にすることができる。

これにより,小笠原カントリーコードにうたう

「なるべく車を使わない社会」を実現させたいO

バイクやレンタカーは電動自転車やサイクリング

への切り替えを誘導する。島民と観光客ともにポ

ニンバスの活用による環境への貢献を促し,小笠

原のブランド価値を高める。

3 )小笠原ツアーデスクの役割強化

いまや客は待っていてやってくる時代ではなく.

出向いて取りにいかなくてはならないo Lかし.

小笠原の販売促進活動は個々の事業者では難しい。

代表してツアーデスクが,マーケテイング計画に

沿って内地におけるセ-ルス,プロモーション活

動を行う。個々の事業者は,直接あるいは間接的

にその恩恵を受け取る。近い将来,事業者からの

コミッションあるいは売り上げからの一定の歩合

によるなど,経済的にもツア-デスクが独立した

小笠原のインバウンド.オペレーターとして,対

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

外的販促から手配・精算までを行えるようになる

のが理想であるo現行ツアーデスクの強化策とし

て.父島母島観光協会,ホエールウオッチング協

会等々が一体化した「株式会社小笠原観光公社」

を立ち上げ.最終的には村からの財政支援をなく

する。村の観光課からも,その業務と人員の大半

を公社に移行するo

4)小笠原マラソンの導入

2010年度の東京マラソンには. 3万5000人の出

走者に対し,応募は9倍の31万人だった。関連イ

ベントの参加者も50万^,大会支援のボランティ

アたちは全国から9500人が自弁で参加した。ラン

ナーのエントリー料は1万円である。全国各地で

行われているマラソン大会は一説に1600といわれ

ているO　3年前からJTBが仕掛けた徳島マラソ

ンは, 5000人の出走枠に対し申し込みが2倍。県

外からの参加者が40%を超えている。ランナーた

ちは海外へもどんどん出かける。ニューヨーク,

ボストン,シドニー,フランクフルト.マカオ,

バンク-バーそのほか挙げればきりがない。

小笠原もぜひ「小笠原マラソン」の導入を図っ

てはどうだろうoたとえ初年度は島外からの参加

者が100人でもいいO小さく生み,大きく育てる。

「いつか小笠原に」と,ぼんやり考えていた人た

ちに,いいきっかけとなるO今すぐ,思い切って

来島してもらえる接会を提供する。

マラソン参加のリピート率は高い。オフシーズ

ンの年間イベントに,確実に育て上げることがで

きるだろう。小笠原マラソンの形式は父島と母島

15kmずつ, 2日間にわたる合計タイムで順位を

決めてもいい。さらに健康志向の高い元気な中高

年には, 「小笠原ウオーキング」といったイベン

トも考えられるであろう。

単なる観光ではなく.こうしたスポーツ体験を

通じたインタラクティブな旅行の捷案は,マーケ

テイングのしかたもやりやすいうえ,効率もかな

エ9
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り高い。しかもマラソンやウオーキングであれば,

環境に対する負荷も少ない。島民たちにとっても

楽しみなイベントになるだろうし.いろいろな形

の交流がみられるようになるだろう。

母島の小富士付近から南峰の眺望

7.地域間競争に勝ち抜くための協力

小笠原における観光関連業者は,それぞれが小

笠原のブランドカ…戟争力強化のために協力しあ

わなくてはならない。 E]先のパイを奪い合うので

はなく,パイ全体のクオリティ-とボリュームを

アップさせるために,何をなすべきか,何をなさ

ざるべきかを考えるべきである。自然の恵みを享

受するだけではなく.持続的利用のための貢献を

しない限り,自然遺産地域としての価値は下がり,

地域間競争からも脱落を余儀なくされるであろう。

自動的に市場が拡大した時代は過ぎた。やってき

た観光客をこなしていれば何とか商売なった時代

は終わったのである。よそとの地域間競争を常に

意識しながら,同時に,個々のサービス・クオリ

ティーを上げるという競争の相乗効果により,小

笠原全体のブランドカを強化することができる。

何度もいうが.小笠原のブランドカは「観光客

の数」ではない。あくまでその希少性であり,高

い満足度とそれに見合った収益性におかれるべき

20

である12Ei間のお客1人は, 6日間のお客3人

分の収益性を上回るO観光客のむやみな人数増は,

環境に対する負荷(マイナス・インパクト)を増

大させてしまう。小笠原が観光立村政策の基本に

エコツーリズムをうたう理由もそこにある。

1 )国際観光市場へのアプローチ

准界遺産というラベルは自動的に「世界的な観

光価値」を表してくれる。したがって.小笠原の

プロモーションは日本のみならず,同時に世界の

トップレベルの観光市場を視野に入れておかなく

てはならない。日本に住む外国人は220万人,そ

してその向こうには大きな海外市場がつながって

いる。観光庁は日本観光局(JNTO)を通じ,イ

ンバウンド観光の促進に力を入れ始めた。小笠原

は自力で海外まで打って出なくても, JNTOとの

協力体制をしっかり築くことにより,対外的pR

をある程度は肩代わりしてもらえる。もちろん英

文による自前のホームページ等は,早急に魅力あ

るものを構築しなくてはならない。東京都もまた,

オリンピック誘致とともに,対外的な観光pRを

加速させている。このような動きに対して,積極

的に協力を働きかけてゆく努力もまた,ツアーデ

スクの重要な役目である。

2)ロードハウ島に学ぶ

小笠原がロードハウ島から学ぶことは多い。土

地利用のしかた,住民の合意形成に至る手順,刺

度設定,予算管理や執行の組織.環境保全基準の

設定,環境保全分担金の使い方, Reuse … Reduce

Recycle … Refuseの具体的諸活動について他。た

とえば土地の利用は使用権によるリースのみ。 1

区画はおよそ300坪,建物の高さ.屋根の斜鼠

壁面の色使い.周囲の植生など,全体環境の統一

やバランスに配慮した細かな規制がある。ゾーニ

ング.認可制度.環境規約など,基本的には住民

による委員会があり,そこで決められたことは守



らなければならない。入鳥税(環境保全分担金)

の導入ひとつにしても,もし小笠原がそれに成功

したら,全国各地の観光地経営に及ぼす影響は大

きい。 「小笠原モデル」を各地に先駆け確立する

ことがそのまま.小笠原ブランドの強化に直結す

る。

昭和初期の大村海岸通D,現在のメインストリート。
道の両側にタマナの大樹が生い茂り,緑のトンネル

をつくっていた。バナナの房を下げて少女が歩いて
いる(小笠原ビジターセンター)

むすびにかえて

1988年のホエールウオッチング開始以後.小笠

原への観光客は数年のうちに年間1万人を超えた。

しかしそのあと10年以上も,はかばかしい伸びを

欠いてきた理由は.来訪者の満足度が不十分だか

らである。小笠原体験者の中で.プラス宣伝とマ

イナス宣伝が括抗しているため,望ましいプラス

の顧客連鎖が発生していないoハード面における

マイナス要因はふたつ,この報告書に述べた

「船」と「宿」にある。ソフト面では短い旅行日

数による不十分な方危行の満足度であろう。観光客

は小笠原を,よそとの比較において客観的に評価

するO現状の小笠原への旅行諸条件によって.良

くも悪くもスクリーン-選抜された客層が日下の

およそ1万4000人なのである。小笠原の自然環境

世界自然遺産・小笠原のあるべき観光振興

などに対する評価は極めて高いo Lかし残念なが

ら,これらの諸要素が高い評価を減価させ,おそ

らくトノブクラスの客のすくい取りを難しくして

いるのである。

膨大な観光市場の前では.小笠原への距離とか

時間は決してマイナス要因ではないO　むしろそれ

が,小笠原を魅力あるデスティネーションに見せ

ている。時間,金額,船方紅　自然.宿泊,食事.

観光要素などそれぞれが客層を選び抜く。だから

小笠原の観光マーケテイングはやりやすい。わず

か年間2-3万人の中長期目標でよいOその人数

の中で,小笠原にとって額も望ましい客層を,選

び取っていけばいいのである.何百万人ものマー

ケテイングをまねる必要もなければ.羨む必要も

ない。限定供給品の価値を上げることに専念すれ

ばいいのである。 25時間の船旅は.心理的解放区

であるO　だから船旅に対する期待も大きいO

今まではすべて成り行きまかせだったため,過

年こんなにすばらしい気候に恵まれた小笠原に,

観光客のオンシーズンとオフシーズンができてし

まった。今後の意図的なマーケテイングでは,こ

れを消しこんでいかなくてはならない。基本的に,

日本の旅行業者の手によるマスツーリズムは.

「安く大量に」という価値観ひとつで動かされて

いる。あくまで最大公約数が幅を利かせている。

しかし小笠原は最小公倍数に焦点を合わせ,お客

を選ぶことができる。当稿で繰り返し述べてきた

のは,なりゆきまかせのマスツーリズムとはっき

り一線を画し,小笠原にとって最も望ましい市場

を想定L　そこに計画的なアプローチをしようと

いうことであるO小笠原にとって最も望ましいお

客とは,小笠原を最も楽しんでもらえるお客のこ

とであるo最も満足して.そのことを周囲に語っ

てくれる人のことである。ここに,期せずしての

顧客連鎖が発生する。

年間2-3万人のお客に.なるべくシーズンの

偏りなく.少しでも長く滞在してもらうO　まさし

r*i
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父島二見潜から出讃するおがさわら丸を見送る舟群。
「帰ってこいよー! 」という叫び声がいつまでも追っ

かけてくる。小笠原ならではの別れのシーン

く日本の海外旅行市場の0,01%ほど,毎年小笠原

への客数が増えてくれれば十分である。安…近・

短などという価値観はハナから捨ててかからねば

ならない。現行の諸条件のもとにある1万4000人

に加え.諸条件を変えることにより,今まで光の

当たっていなかったアップグレードの市場に焦点

をシフトするOはっきり言って,市場はそこにあ

るo　そのことを細かく述べてきた0

1830年,小笠原に「正体不明の人たち」が定住

を始めた1878年から1968年にかけわずか90年の

間に.小笠原の「国語」は5回も変わった。 1944

年から24年間,全住民退去に近い空自の歴史があ

ったD沖縄の陰に隠れた小笠原の歴史は.本土の

住民に知られていないことだらけである。硫黄島

の戟後処理ひとつとっても, 「知られざる戦後史」

が横たわっているo賛島.父島.母島.硫黄島各

列島に加え.南島島,沖ノ鳥島という広大な海洋

島海域の広がりは,その自然のみならず歴史的な

興味も尽きない。

いまようやく.小笠原のあたらしい歴史が始ま

ろうとしている。それは世界遺産とエコツーリズ

ムによる「観光の時代」であるo　このことを相や

住民全員が理解し,高い目標とプライドのもとに,

世界に向け自ら発信してゆく。待っていては何も

やってこないし.力を合わせて自らの力で働きか

けてゆく以外にない。恵まれた諸条件を十分に生

かし.長く親しんだ「与えられる立場」から.

「自力で勝ち取る立場」へ,軸足と発想を変える

時である。
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